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内容

必須の課題

必須の課題の実施場所

今後の取組
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抽出した必須の課題を実施するため、水平坑道の掘削深度は平成25
年度に掘削終了した深度500mまでとして土地賃貸借期間（平成34
年1月まで）を念頭に置いて、研究を実施する。また、原子力機構の第
3期中期計画期間（平成27～31年度）末までに、研究の進捗状況等
を確認し、跡利用検討委員会での議論も踏まえ、坑道埋め戻しなどの
その後の進め方について決定することとする。
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今後の取組



参考資料
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必須の課題の設定の考え方
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今後の課題の網羅的抽出と必要性の確認
取りまとめによる課題の抽出
我が国特有の地質環境
諸外国の動向

外部ニーズとの整合性の確認
 我が国のエネルギー基本政策
 NUMOにより提示されている課題との整合性









諸外国の動向(1)
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課題 諸外国の動向とそれらに対する考慮

地下坑道における
工学的対策技術
の開発

グラウト技術
-TASS-tunnel、 KBS-3H トンネルグラウト施工(SKB) 等
→処分孔、処分坑道、それ以外の坑道での湧水量の基準とそれへの対応
→大規模湧水に対するウォータータイトグラウト技術 等

●複雑な割れ目ネットワーク及び多量の地下水湧水といった
日本の特徴的な地質環境を考慮

物質移動モデル化
技術の開発

不均質な割れ目ネットワークモデル化手法の開発
-エスポ （スウェーデン）：長期収着・拡散試験、コロイド移動プロジェクト、

微生物プロジェクト、地下水流動及び物質移動のモデル化に関するタスク
フォース

-グリムゼル（スイス）：長期拡散試験、コロイド形成及び移動試験
-オンカロ（フィンランド）：岩盤分類プロジェクト、岩盤適正基準プログラム

等
●複雑な割れ目ネットワークや割れ目充填物などの

日本特有の地質環境を考慮

地質環境の長期変遷に関する解析・評価技術の開発
●日本特有の課題（地質環境の長期安定性研究との連携）

緑字はJAEAが参加あるいは実施しているプロジェクト



諸外国の動向(2)
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課題 諸外国の動向とそれらに対する考慮

坑道埋戻し技術の
開発

坑道閉鎖に伴う環境回復試験技術
-DOPAS(Full Scale Development of Plugs and Seals)(EC)
-トンネルシーリング性能試験(TSX) (AECL/ANDRA/JAEA)
-Prototype Repository(SKB) 等
→掘削影響領域の長期挙動の理解とプロセスの理解、人工材料の影響、

掘削影響領域の低減・修復とその方法 等
●複雑な割れ目ネットワークを考慮

長期モニタリング技術の開発
-MoDeRnプロジェクト：処分場の操業と段階的な閉鎖のためのモニタリング技
術の開発(欧州原子力共同体)
-Enhanced Sealing プロジェクト（シーリング技術高度化）(AECL)等
→長期的な耐久性、バリア性能への負の影響への配慮

●MoDeRnプロジェクトで使用された無線モニタリング技術等の適用
（MIU計画でも開始）

●複雑な割れ目ネットワーク及び地下水の不均質な入れ替わり
といった日本特有の地質環境を考慮

緑字はJAEAが参加あるいは実施しているプロジェクト
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 エネルギー基本計画(2014年4月 閣議了解)
 「・・・処分場を閉鎖せずに回収可能性を維持した場合の影響等について調査・研究を進め、処

分場閉鎖までの間の高レベル放射性廃棄物の管理の在り方を具体化する。・・・」

 NUMO「地層処分事業の技術開発計画-概要調査段階および精密調査段階に向けた技
術開発-」（2013）における基盤研究への期待
 地質環境分野：

・ 深地層研究による地質環境特性の総合的な調査・評価技術の構築
・ 地質環境特性の調査・評価技術の高度化（物理探査、地下水移行経路・流動特性）

 人工バリアの設計・施工*：
・ 人工バリアに対する複合現象を考慮した長期性能変化に関する評価手法の高度化
・ 深地層の研究施設坑道を活用した緩衝材、埋め戻し材およびプラグの設計、施工と性能確認
・ 回収が必要となる状態の設定および処分方式に応じた回収技術の整備

 地下施設の設計*：
• 調査の進展に応じた施設設計の更新方法の具体化
• 亀裂評価と廃棄体定置基準の基本方針の提示
• 深地層の研究施設の坑道を活用したグラウト設計技術の実証および性能確認

 安全評価*：
• 現象のモデル化とシステム性能評価モデルの更新
• 解析技術のツール化
• 熱力学データベースや収着データベースなど、データベースの更新
• 地下調査施設での実証手法および手順の明示化
• 生物圏評価における時間変遷などに対応する、様式化方法とデータベースの構築
• ナチュラルアナログ事例の収集と安全評価における現象の適用手法の更新

*: 地質環境に関連する部分のみのニーズが本技術分野の対象

我が国のエネルギー基本政策やNUMOにより提示されている課題との整合性












